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交通安全対策事業 都市創生課

交通安全対策の推進

広く市民に交通安全思想の普及･浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
づけるとともに、市民自身による道路交通環境の改善に向けた取組みを推進することにより交通事
故防止の徹底を図る。

交通事故発生件数、高齢者関連事故発生件数は共に減少しており、春と秋の全国交通安全運行
期間中に積極的に実施している講習会や啓発活動に一定の効果がみられる。一方で高齢者ドライ
バーの事故増加が顕在化する中、「交通安全」に関する市民満足度は目標に反し減少。

交通事故防止のためには、一人ひとりの交通安全意識やマナーの向上が重要であることから、河
内長野警察署や関係者等と連携しながら、粘り強く交通安全啓発活動を実施していく。また、高齢
者や自転車の事故の増加も社会問題となっていることから、重点的に啓発活動を検討していく。

事業の概要

指標の推移

事業の評価

警察、河内長野交通安全自動車協会と協力し、市内各幼稚園、保育園、小学校への交通安全教
室をはじめ、春・夏の全国交通安全運動期間中のイベント等で交通安全の啓発を行った。結果、交
通事故発生件数、高齢者関連事故発生件数は減少した。一方で、市民の求める満足度には依然
として到達していないため、今後とも粘り強い交通安全啓発が必要である。
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